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01. 人の動きによる活動
　場所や土地に認識がなくても人の動きで方向

を認識したり、店に人が集まっているから寄っ

てみたり、人が集まることにより生まれるアク

ティビティに興味を持った (fig.1)。　　　

02. 自発的なアクティビティは生まれるのか

　従来の小学校は、クラスごと部屋が仕切られ、

空間に閉じこまり、教室に入ったらおもわず黒

板に集中してしまうような空間に感じる。また、

移動だけの廊下が存在し、機能は良くてもアク

ティビティは少なく、豊かな生活が失われいる

(fig.２)。　

03. 小学校の分布

　子供たちは使われる範囲はある程度決められ

ており新しい発見を感じる場が見つけられない

(fig.3)。休み時間には、自分のお気に入りの場を見

つけ遊ぶ。そこには、自発的な活動の場が存在

している (fig.4)。授業内でも、クラス単位に分ける

ことなく多くの人と関わりを持たせることによ

り、アクティビティを生む。また、開かれた空

間だけでなく隠された死角のような空間をつく

ることにより、子供たちの動きが誘発される。

開かれた空間と死角空間を組み合わせ広げてい

くことにより学校全体の繋がりがうまれる。　

　

04. 提案

　廊下は移動手段のものだが、そこに本をおけ

ば図書館になるかもしれない (fig.5)。教室も同様に

人が集まるだけだけで教室に感じる。そこで、

空間の機能制限を無くすことによる、自発的な

活動の場を提案する (fig.6)(fig.7)(fig.8)(fig.9)。
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みんなが集まる通り。

遊んだり、勉強した

り多くのアクティビ

ティを感じ、新たな

活動が生まれる。

視線の動きが

活動の場を広

げる。
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みんなで歌えば、そこが

音楽室なのかもしれない。

机と椅子と子供たちがいれば

教室なのかもしれない

みんなが絵を描いていたら、そ

こが美術室なのかもしれない。

本が沢山並んでいたら、そこ

が図書館なのかもしれない。→
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アクティビティの広がるメイン通路 視線の通り抜け

立つと見える

座ると見えない

音だけが聞こえる

屋根を伸ばし壁をなくすことにより、
　　　　　　　　　　　　視界を広げる

(fig.9)廊下だけど廊下でない空間


